
基本計画番号８８

防災，減災により市民

生活を守るまち
８－１ 市民が一体となった災害対策 145 頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

市民が自主的に防災活動に取り組み，災害時には市民が互いに助

け合う災害に強いまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

市民が一体となった災害対策 

8．防災，減災により市民生活を守るまち 

8-1

常備消防の要として，大隅曽於地区

消防組合の消防・救急機能の充実・

強化を実施していますが，様々な災

害に対応できる体制の整備や，資機

材等の充実・強化が今後の課題とな

っています。 

大隅曽於地区消防組合の広域消防

業務や救急救助業務の更なる充実・

強化のために連携を図ります。 

常備消防体制の充実 

地域防災の中核的存在として，災害

発生時等に必要な設備機器等の整

備を図ると共に，各地域の消防団員

確保に努めていますが，老朽化する

設備機器等の更新や高齢化が進む

消防団員の安定確保が課題となって

います。 

消防団活動に必要な設備機器等の

計画的かつ効率的な整備及び消防

団組織の体制強化を図ります。 

非常備消防体制の充実 

自主防災組織の設立を促進し，市内

全24校区に自主防災組織が設立さ

れると共に，防火水槽等の消防水利

施設の整備を行っていますが，自主

防災組織の継続的な活動のための

支援や消防水利施設の整備が今後

の課題となっています。 

自主防災組織の活動を促進し，計画

的かつ効率的な消防水利施設の整

備を図ります。 

自主防災体制の充実 

災害危険箇所の点検を実施しつつ，

治山・治水・砂防事業などを活用し，

土砂災害等の防止に努めています

が，近年は集中豪雨も増えており，災

害危険箇所における各種事業の未施

行箇所における対策が課題となって

います。 

治山・治水・砂防事業などにより，災

害の未然防止に努めると共に，災害

危険地域の住宅の移転等を促進しま

す。 

災害に強い地域づくり 
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消防費-消防費 

土木費-河川費 

土木費-住宅費 

新市まちづくり計画 

過疎地域自立促進計画 

関連する個別計画 

防災計画 

「生活環境『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 

協働に向けた取り組み

・市内で実施される各種防災訓練に積極的に参加しましょ

う。 

・火災等発生時は，近隣住民への情報伝達を速やかに行

い，初期段階の消火・救助活動を行いましょう。 

・市内で実施する各種防災訓練に自主防災組織や民生委

員等も積極的に参加しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

1-9.消防・防災の充実 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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基本計画番号９９

市民全員が生涯学び，

互いを高め合うまち
９－１ 充実した教育環境の整備 149頁 

９－２ 子どもの身体づくりに資する給食提供 151頁 

９－３ 
子どもたちがのびのびと学び，未来へと羽ばたく環境

の整備 
153 頁 

９－４ 地域のつながり，生涯学習の活性化 155頁 

９－５ スポーツを通じた市民の健康づくり支援 157頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

子どもたちが安心・安全な環境で夢実現のために学べると共

に，時代の要望に合致した学校施設になっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

充実した教育環境の整備 

築年数40年を経過した校舎が23棟

と50％を占めるなど，老朽化が進み，

機能が低下している教育施設が存在

しており，早急な対策が課題となって

います。 

国の補助事業や基金積立等により，

財源を確保しながら学校施設の改善

を行っていきます。

安心安全な学校施設 

パソコンは１人１台を配置し，電子黒

板などＩＣＴ機器を整備していますが，

時代に応じた機器本体の更新やソフト

の更新が課題となっています。

タブレットＰＣ・無線ＬＡＮ等の整備によ

り，最新のＩＣＴ環境を構築し，児童・

生徒の学習環境を改善します。

パソコン，ＩＣＴ機器の整備

管理職研修会や授業力講座，ＩＣＴ研

修会など，教育課題に応じた研修を

積極的に進めてきましたが，学力向

上などに十分波及効果が出ていない

ことが課題となっています。

授業力講座や学力向上プランなど，

計画的で組織的な研修を実施し，教

職員の指導力向上を図ります。 

教職員の資質向上

9．市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち

9-1

夢実現チャレンジ事業の中で体験活

動を積極的に推進した結果，文部大

臣表彰を受けた一方，各種学力調査

結果は，平均レベルに達していない状

況となっています。

地域ごとの特色ある学校づくりと，きめ

細やかな学習指導で，夢実現にチャ

レンジできる学力づくりを推進します。

夢の実現の学校・学力づくり 

道徳教育総合支援事業の実施を通

して，学校，家庭，地域と一体となっ

た道徳教育の充実が図られました

が，いじめ・不登校対策の推進が課

題となっています。

道徳教育や生徒指導，進路指導等

を充実させ，規範・自律意識の高い

調和のとれた児童・生徒を育成しま

す。 

調和のとれた児童・生徒の育成
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教育費-教育総務費-事務局費 

-教育委員会費

-教育指導費

-教職員住宅管理費

学校施設整備改修等計画 

教育振興基本計画(後期計画) 

関連する個別計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 

「教育・環境施設『そお』生」プロジェクト 

協働に向けた取り組み

・家庭でも子どもの夢実現を応援しましょう。 

・近所の子どもの様子に注意を払いましょう。 

・地域の子どもの様子に注意を払いましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

2-1.学校教育の充実 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

地産地消を活かした食育の推進と安全・安心な給食提供を行い，

児童・生徒がおいしく給食を食べています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

子どもの身体づくりに資する給食提供

市内４調理場の厨房機器等の年次

的な更新整備を進め，安全･安心な

給食提供に努めていますが，今後も，

計画的な更新が必要となっていま

す。 

毎年実施している機器の定期点検の

結果や，耐用年数等を考慮して，計

画的に備品等を更新します。 

厨房機器の計画的な整備更新

学校給食に地元食材を活用し，児

童・生徒に地元の農産物に対する認

識を深めてもらい，地産地消を推進し

てきましたが，さらなる地元食材の活

用が課題となっています。 

地元農家や加工施設との連携，道の

駅等の販売所の活用を図りながら，

給食での地産地消を推進します。 

給食における地産地消の推進 

9．市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち

9-2

児童･生徒数の減少や，施設・機器

等の老朽化により，調理場の統廃合

を進めてきましたが，今後も児童・生

徒数が減少すると見込まれ，更なる

整備・再編が課題となっています。 

既存の施設や厨房機器の更新を図り

つつ，児童・生徒数の減少を見据え

た給食センターの整備・再編を検討し

ます。 

給食調理場の整備・再編 

偏った栄養摂取，朝食欠食など食生

活の乱れや肥満・痩身傾向など，子

どもたちの健康を取り巻く問題が深刻

化しています。 

子どもたちが，食に関する正しい知識

と望ましい食習慣を身に付けることが

できるよう，さらなる食育に取り組みま

す。 

食育の推進 
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教育費-教育総務費-給食費 

職員向け情報

2-1-1.学校施設及び教育環境の

整備・拡充 

歳出予算科目 旧総合振興計画

学校施設整備改修等計画 

教育振興基本計画(後期計画) 

関連する個別計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 

「教育・環境施設『そお』生」プロジェクト 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

個人の自立と様々な人々との協働に向けた能力を身に付けさせ，

子どもたちの「社会を生き抜く力」を育んでいます。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

子どもたちがのびのびと学び，未来へと羽ばたく環境の整備 

学校の学習活動や遠距離通学等に

係る保護者負担の軽減，有能な人材

の育成のための奨学資金制度の充

実を図っています。 

有効な事業であるかの検証を行うと

共に，奨学資金制度については納期

内収納率の向上を図ります。 

各種補助金・奨学金の検証と最適化

市内唯一の高等学校となる曽於高校

に対して中学校スクールバスの利活

用や，夢実現チャレンジ支援事業等

を実施し，生徒の確保に取り組んでい

ます。 

全ての支援対策事業について総合的

かつ客観的に検証を行い，支援内容

の最適化を行います。 

曽於高校への支援の検証と最適化 

幼稚園に対する子育て世帯からの要

望が多様化する中，より身近で，か

つ，特色ある教育が必要とされていま

す。 

地域及び小学校との連携を拡充さ

せ，幼児期における特色ある教育を

確立します。 

幼児期の効果的な教育 

9．市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち

9-3

教育振興基本計画(後期計画) 

関連する個別計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 
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教育費-小学校費 

     -中学校費 

     -幼稚園費 

職員向け情報

2-1.学校教育の充実 

2-2.幼児教育の充実 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

家庭・地域を中心として，子どもから高齢者までが生涯にわたって夢

実現に向け学ぶことのできるまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

地域のつながり，生涯学習の活性化

9．市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち

9-4

教育の原点である地域社会の教育力

を高める手立てを行ってきましたが，

今まで以上に学校や家庭，地域が教

育における自らの役割と責任を自覚

し，相互連携・協力に努める必要があ

ります。

学校だけでなく，家庭や地域も一体と

なり，地域全体で子どもの学びを支援

します。 

地域ぐるみの家庭教育支援 

共に学び触れ合い，夢実現を可能に

するため，市民が積極的にまちづくり

に参画できる生涯学習環境の整備が

課題となっています。 

多様化する生涯学習への要望に対

応した学習のプログラムを充実させ，

市民のまちづくりへの積極的参画を促

進します。 

生涯学習の推進 

図書資料も着実に充実し，市民に利

用されていますが，年齢層に応じた資

料の充実や幼少期の読書習慣の定

着が課題となっています。 

各年齢層に応じた資料を充実させる

と共に，幼少期に読書習慣を身に付

けさせるための環境づくりを推進しま

す。 

読書のまちの推進 

文化施設は芸術文化活動の拠点とし

て利用されていますが，参加型の文

化芸術活動の推進が課題となってい

ます。 

文化団体や文化活動者の育成及び

連携強化を図り，市民参画による多

様な文化芸術の企画実施を推進しま

す。 

芸術文化活動の活性化
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これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

教育費-社会教育費 

協働に向けた取り組み

・子どもに対する教育に力を入れると共に，自らも様々な学

びに取り組み人生を豊かにしましょう。 

・文化芸術活動・民俗芸能といった文化的取り組みにも積

極的に参加しましょう。 

・本市の貴重な文化である，民俗芸能の保存継承に取り組

みましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

2-3-1.生涯学習関連施設の整備 

2-3-2.生涯学習内容の充実 

2-4.地域文化の振興及び伝統文化の保存・

継承 

2-5.青少年の健全育成 

歳出予算科目 旧総合振興計画

民族芸能の伝承・保存に携わる団体

等の高齢化が課題となっています。 自主文化事業等で文化活動機会を

提供し，民俗芸能の伝承や保存活動

を促進します。

民俗芸能の伝承保存

教育振興基本計画(後期計画) 

関連する個別計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 



157

第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

市民がスポーツに楽しみながら取り組むことで，心身ともに健康にな

っています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

スポーツを通じた市民の健康づくり支援 

年間を通して各種スポーツ大会を開

催し，市民の健康増進や地域の交流

を図り，多様化する市民の健康志向

に対応して，魅力ある種目の紹介と

人材を育成しています。

市民の健康づくり推進のため，生涯ス

ポーツの推進を図ると共に，スポーツ

の場を積極的に提供します。 

生涯スポーツの推進 

各種スポーツ団体の活性化のために

効率的な育成補助金を交付している

ほか，競技力拡大のためにスポーツ

教室等を開催し，競技人口の拡大及

び競技力の向上を図っています。 

各種スポーツ団体の育成支援を行

い，競技力の向上を図るため，講習

会等を実施します。 

スポーツ団体の育成支援 

9．市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち

9-5

教育振興基本計画(後期計画) 

関連する個別計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策 
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教育費-保健体育費 

協働に向けた取り組み

・興味がある競技に関するスポーツ団体の活動に積極的に

参加する等，定期的に体を動かす習慣を身につけましょ

う。 

・スポーツ大会に積極的に参加しましょう。 

・多くの人が集まり，楽しめるようなスポーツイベントを企画し

ましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

2-3-3.生涯スポーツの充実 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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写真：十文字地区から望

む霧島 

前章では，今後 10年間に実施する主要施策の

内容について「分野ごと」に説明してきました（「基

本計画」）。 

本章では，本市が将来像を達成するため，特に

重点的に実施すべき施策について説明します（「重

点施策」）。これは，基本計画における施策の「分

野にこだわらず」，関係する施策を幅広くひとまとめ

にすることで，関連する複数の分野が，互いに連

携・協力してさらに効果を高めようとするものです。 

本
市
の
重
点
施
策
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今回策定する「第２次曽於市総合振興計画」は，「豊かな自然の中で みん

なが創る 笑顔輝く元気なまち」を「将来像」とし，本市全員が今後 10年間

で達成すべき目標と定めました。そして，将来像のもとで本市の基本的な政策

の方向性を決める５つの「基本方向」，さらに「基本計画」「施策」と進むに従

って，より個別的・具体的な目標や目標達成のための手段が記載されています。

しかし，本市が抱えている課題は様々な施策分野にまたがります。「教育と福

祉」「公衆衛生と健康」「農林業と雇用」のように，それぞれの施策分野の課題

は独立しているのではなく，相互に関連し影響を与えあっているからです。 

そこで本市では，特に優先して解決すべき「本市の課題解決」という観点か

ら，施策分野にこだわらない「横断的な取り組み」を示すことによって，関連

した施策分野が連携し効率よく課題を解決し，最終的に将来像達成に貢献でき

るよう，「第２次曽於市総合振興計画」上で「重点施策」を設定します。 

また，今回策定される「第２次曽於市総合振興計画」に先立って，人口減少

とそれに伴って発生する様々な問題（人口減少問題）に直面する本市の取り組

み方針である「曽於市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定・公表しまし

た。「第２次曽於市総合振興計画」のうち，人口減少問題の現状と将来の見込

み，対策について書かれた計画が「曽於市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

となります。また，「第２次曽於市総合振興計画」ではこれより説明する「重

点施策」の一部に「曽於市まち・ひと・しごと創生総合戦略」における人口減

少問題への取り組み方針を取り入れることで，計画間の整合を図っています。 

だ
っ
た
の
か
！

そ
お

こ
こ
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト

「将来像」「基本方向」

「基本計画」「施策」

「事業」と進むに従っ

て，より具体的な目標

や目標達成のための

手段が記載されるよ

うになります。 

１ 

「第２次曽於市総合振

興計画」の構成 

現実にはまちの課題

は様々な分野にまた

がっていることから，

本市では，優先すべき

「本市の課題解決」に

着目した「重点施策」

を設定します。 

２ 

重点施策 

「曽於市まち・ひと・

しごと創生総合戦略」

は人口減少問題に注

目した計画であり，

「第２次曽於市総合

振興計画」の中に含ま

れ，その内容の一部が

重複します。

３ 

「曽於市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」との

関係 
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重重点点施施策策

款：大分類 

連連携携イイメメーージジ図図

曽曽於於市市

ままちち・・ひひとと・・ししごごとと

創創生生総総合合戦戦略略基基本本構構想想

基基本本計計画画

実実施施計計画画

将将来来像像

基基本本計計画画（（款款））

基基本本方方向向

施施策策（（項項ももししくくはは目目））

豊かな自然の中で 

みんなが創る 

笑顔輝く元気なまち

今後10年間で行う，本

市政策の基本的な方向

性を示すもの。 

第第２２次次曽曽於於市市総総合合振振興興計計画画

基本計画をさらに細かく分類し，

それぞれの目標や取り組みの方針

を設定したもの。 

将来像と基本方向を実現するため

に設定された分野毎の施策グルー

プ。 

健全で効率的な財政運営を考慮しながら，３年間の施

策取り組み内容を示したもの。 

事事業業（（事事業業））

施策をさらに細かく分類し，それ

ぞれの目標や取り組みの方針を設

定したもの。実際に本市が取り組

みを行う単位。

歳歳出出科科目目

項（もしくは目）：

中分類 

事業：小分類 

曽曽於於市市人人口口ビビジジョョンン

曽曽於於市市総総合合戦戦略略

本市が目指す

将来人口と取り

組みの方向性 

111 222 333 444 555 666
「「
しし
ごご
とと
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
にに
ぎぎ
わわ
いい
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
家家
族族
のの
笑笑
顔顔
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
生生
活活
環環
境境
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
地地
域域
のの
課課
題題
解解
決決
力力
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
教教
育育
・・
環環
境境
施施
設設
『『
そそ
おお
』』
生生
」」
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

行行政政評評価価導導入入にによよっってて全全ててのの施施策策をを振振りり返返りり，，進進捗捗をを管管理理ししまますす。。

人口推移，人口推計。 

将来展望。 
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４－１ 笑顔で働ける雇用環境の整備 

５－１ 品質の高い農作物生産，供給 

５－２ 安全・安心な畜産物の生産 

５－３ 森林の機能の維持管理と積極的な活用 

６－１ 商工業の活性化に向けた環境整備 

６－２ そおブランドの確立・発信による地域活性化 

６－３ 企業振興による地域経済の活性化 

「「ししごごとと『『そそおお』』生生
せい

」」ププロロジジェェククトト

関連する基本計画 

曽於市重点施策

0011

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

本市人口問題の対策として「産業・雇用」の分野が最も重要

であるというアンケート結果が出ていますが，市民の多くが製

造業といった「第２次産業」やサービス業等の「第３次産業」

への就業を希望しているのに対し，本市の強み・稼ぐ力は農畜

林業の「第１次産業」が中心であり，両者の間でミスマッチが

起こっています。 

これらのミスマッチを解消し，市民が希望する分野の職場で

就労できるよう，各種産業同士のつながりを強め新たな可能性

を生み出すと共に，特に若者に対する本市の各種産業の魅力を

発信することで，就労希望者側の新たな発見・産業との出会い

を作りだします。さらに，本市での起業を応援し，その育成に

努めます。本市基幹産業である「第１次産業」では，農畜林業

の生産性の向上及び後継者育成に向けた取り組み等を促進しま

す。
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１－４ 市民にとってわかりやすい情報の提供 

１－５ 攻めの政策による市の魅力発掘 

６－２ そおブランドの確立・発信による地域活性化 

６－４ 人でにぎわう観光拠点づくり 

７－４ 市民が安全快適に暮らせる住宅の整備・維持管理 

「「ににぎぎわわいい『『そそおお』』生生
せい

」」

ププロロジジェェククトト
関連する基本計画 

曽於市重点施策

0022

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

本市は，転入者より転出者が多い状態であると共に，本市に

２時間以上滞在する人（滞在人口）も全国的にみても低い水準

にあります。 

そのため，定住するか否かを問わず，まずは本市に人を呼び

込むための取り組みが必要になります。定住に向けた「場」づ

くりのため，様々な用途で暮らせる住宅の整備と宅地分譲を進

めます。また，１人でも多くの人に本市の存在と魅力を認知し

てもらい，定住の候補地としてもらうため，本市の魅力と定住

に向けた各種支援内容を効果的にＰＲすると同時に，交流体験

事業やグリーンツーリズムといった観点から本市の魅力を「実

感」してもらうための取り組みを推進します。
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１－５ 攻めの政策による市の魅力発掘 

２－５ 子も親も安心して過ごせる環境の整備 

３－１ 市民の健康づくり支援 

３－２ 病気の予防による市民の健康増進 

９－１ 充実した教育環境の整備 

９－２ 子どもの身体づくりに資する給食提供 

９－３ 子どもたちがのびのびと学び，未来へと羽ばたく環境の整備 

９－４ 地域のつながり，生涯学習の活性化 

９－５ スポーツを通じた市民の健康づくり支援 

「「家家族族のの笑笑顔顔『『そそおお』』生生
せい

」」

ププロロジジェェククトト
関連する基本計画 

曽於市重点施策

0033

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

子ども・子育て支援事業ニーズ調査における，子育てに関す

る意見の中で，経済的支援の充実や母子保健サービスや小児医

療の充実等が多く寄せられています。これらの子育て支援体制

の充実を図るため，結婚，妊娠・出産，子育てのライフステー

ジに応じた切れ目のない支援が必要です。 

具体的には，子育て世代の経済的負担の軽減と共に，生活を

するうえで過度な負担にならない子育て環境づくりを進めま

す。また将来を担う「そおっ子」に対しては，基礎語学力であ

る国語の力を高める取り組みをはじめとする学力向上に向けた

総合的な取り組みやスポーツ・芸術文化において秀でた人材育

成を図るなど，子どもの可能性を高めていきます。
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１－２ 時代の変化に対応したスピード感のある行政運営 

１－３ 安心で快適な公共施設 

１－４ 市民にとってわかりやすい情報の提供 

１－５ 攻めの政策による市の魅力発掘 

８－１ 市民が一体となった災害対策 

「「生生活活環環境境『『そそおお』』生生
せい

」」

ププロロジジェェククトト
関連する基本計画 

曽於市重点施策

0044

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

本市の生活環境は，都城市に近いと言った利点はありながら

も，山間部と市街地を結ぶ交通の便の悪さ，買い物環境，空き

家問題，地域コミュニティや周辺自治体との連携等多くの課題

を抱えています。一方でこれらの問題を一挙に解決するだけの

財政力に欠ける本市では，特に優先すべき課題から計画的に取

り組む必要があります。 

本市では，市民生活を支える基盤の最適化を重視して事業を

行うと共に，限られた財源で本市独自のまちづくり，ひと・ネ

ットワークづくりを行い，安全・安心であることはもちろん，

住みやすいまちづくりに取り組んでいきます。具体的には基幹

集落ごとの拠点設置を促進し，集落間のネットワークを強化す

るほか，より大きな単位で，本市と本市周辺の自治体との広域

連携を様々な分野で行います。
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１－１ 市民の意見を反映した議会 

１－２ 時代の変化に対応したスピード感のある行政運営 

「「地地域域のの課課題題解解決決力力『『そそおお』』生生
せい

」」

ププロロジジェェククトト
関連する基本計画 

曽於市重点施策

0055

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

増加し続ける地域の課題に対応するためには，本市行政行財

政改革を引き続き行い，自らの仕事を常に改善し続けることが

必要です。職員数の削減，財政難，公共施設の老朽化等行政が

抱える課題について，ＩＣＴ化の促進やＩＣＴを活用したデー

タの一元管理による業務効率化等を通じて，少ない人員・少な

い費用で効果を出せる様な行政運営の仕組みを構築します。 

また，近年では自治会などのコミュニティ活動の衰退が叫ば

れる一方で，地域やＮＰＯ，地域に住む個人が自らの問題意識

を活かして主体的に地域の課題に関わる事例が数多くみられま

す。既存のコミュニティを大切にしながらも，これら新しい動

きといち早く連携を取り，行政と地域，ＮＰＯ，市民が互いに

刺激を受けながら，それぞれの視点からまちづくりを進めてい

く動きを促進します。
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１－３ 安心で快適な公共施設 

３－６ ごみのない清潔な生活環境の維持 

９－１ 充実した教育環境の整備 

９－２ 子どもの身体づくりに資する給食提供 

「「教教育育・・環環境境施施設設『『そそおお』』生生
せい

」」

ププロロジジェェククトト
関連する基本計画 

曽於市重点施策

0066

ププロロジジェェククトト

のの説説明明

本計画期間中に見込まれる，大きな公共施設の改修として，

教育分野では小学校の改修，環境分野ではクリーンセンターの

改修が見込まれています。どちらも，今後の本市の生活を支え

る重要な施設であり，環境に配慮し，安全性も確保される公共

施設となるよう，各課・関係機関が連携を取り合いながら，改

修を実施します。



169

第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

曽於市総合企画審議会条例 

平成17年７月１日

条例第25号

（設置） 

第１条 曽於市の総合的な振興計画を策定し，その実施の推進を図るため，地方自治法（昭

和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき，曽於市総合企画審議会（以下「審

議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は，市長の諮問に応じ，市の総合的振興計画及びその実施並びに次に掲げる

事項について調査審議し，市長に答申する。 

 農林業計画の樹立及びその実施に関する事項 

 商工業計画の樹立及びその実施に関する事項 

 社会福祉計画の樹立及びその実施に関する事項 

 保健衛生計画の樹立及びその実施に関する事項 

 文教計画の樹立及びその実施に関する事項 

 行財政計画の樹立及びその実施に関する事項 

 都市計画の樹立及びその実施に関する事項 

 前各号に掲げるもののほか，市の振興に必要な計画の樹立及びその実施に関する事項

２ 審議会は，市の振興に関する計画の樹立及びその実施の推進に関し必要があると認める

ときは，市長に対し意見を申し出ることができる。 

（組織） 

第３条 審議会は，委員25人以内をもって組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 行政機関の代表 

 公共的団体等の代表 

 識見を有する者 

（任期） 

第４条 委員の任期は，その目的を達成するまでとする。ただし，前条第１号及び第２号に

掲げる委員が，選任当時の役職を離れるに至ったときは，その委員は，委員の職を辞職し

たものとみなす。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は，委員の互選によって定める。 

３ 会長は，審議会を代表し，議事その他の会務を総理する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職務

を代理する。 

（専門部会） 

第６条 審議会にその所掌事務に係る専門的事項を審議させるため，専門部会を置くことが

できる。 

２ 部会に属すべき委員は，会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き，部会に属する委員のうちから互選する。 

４ 部会長は，部の会務を掌理し，部会の経過及び結果を会議に報告する。 

５ 前各項に定めるもののほか，部会の運営その他に関し必要な事項は，部会長が会長の同

意を得て定める。 

（会議） 

第７条 審議会の会議は，会長が招集する。 

２ 市長から審議会に諮問すべき案件が示されたとき，又は委員の過半数から審議会を招集

する要望があったときは，会長はこれを招集しなければならない。 

別添資料 

曽於市総合企画審議会条例、総合計画策定委員会規程及び同委員一覧 
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３ 会長は，審議会を招集するときは，あらかじめ会議の開催場所，日時及び付議される事

件を委員に通知しなければならない。 

４ 審議会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

５ 審議会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，会長の決するところに

よる。 

（庶務） 

第８条 審議会の庶務は，企画課において処理する。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，市長が別に定め

る。 

附 則 

この条例は，平成17年７月１日から施行する。 

附 則（平成21年３月27日条例第５号） 

この条例は，平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年３月14日条例第21号） 

この条例は，平成26年４月１日から施行する。 
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曽於市総合計画策定委員会規程 

平成17年10月17日

告示第63号

（設置） 

第１条 曽於市の総合的な計画を策定するため，曽於市総合計画策定委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員会の処理する事項は，次のとおりとする。 

 総合計画策定のための企画，調整，推進及び連絡に関すること。 

 その他必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，委員長，副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は，企画課を担当する副市長をもって充て，副委員長は他の副市長をもって充てる。ただし，副

市長が１人のときは，委員長は当該副市長をもって充て，副委員長は企画課長をもって充てる。 

３ 委員は，次の者のうちからこれに充てる。 

曽於市行政組織規則（平成17年曽於市規則第４号）第４条第１項及び第５条第１項に規定する課の課長，

支所長，福祉事務所長，教育委員会の課長，農業委員会事務局長 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員長は，委員会に関するいっさいの事務を総理し，委員会を代表する。 

２ 副委員長は，委員長に事故があるとき，又は委員長が欠けたときは，その職務を代理する。 

（専門部会） 

第５条 委員会に専門的な所掌事務を処理するため次の専門部会を置く。 

 総務部会 

 市民福祉部会 

 産業経済部会 

 土木部会 

 教育部会 

２ 専門部会の部長，部員及び運営については，委員長が定める。 

３ 部長は，部の会務を掌理し，部会の経過及び結果を委員長及び委員会に報告する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は，委員長が招集する。 

（事務局） 

第７条 委員会の事務を処理するため，事務局を企画課内に置く。 

２ 事務局長は企画課長を，書記は企画課長補佐，地域振興係長及び地域振興係をもって充てる。 

附 則 

この告示は，平成17年10月17日から施行する。 

附 則（平成19年３月30日告示第27号抄） 

（施行期日） 

１ この告示は，平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年３月27日告示第13号） 

この告示は，平成21年４月１日から施行する。 
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